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JAOS ACCELERATOR PEDAL SPACER   
 

 

適応車種 ラングラーJK 07.03~ 

約0.5時間 
 

 

 

取付参考時間 
 

作業難度 
 

①  パーツ交換/取付 

②   車体加工あり 

③  専門知識が必要 

④     分解整備 

必要工具 
 

スパナ(HEX10) 

メガネレンチ(HEX10) 

アクセルぺダルスペーサー取付要領書 

部品構成 

② ③ 

このたびはJAOSアクセルぺダルスペーサーをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

本書はアクセルぺダルスペーサーを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切保管してください。 ＞ 

 

 

 

 

構成部品名称  数量  構成部品名称  数量  

① アクセルぺダルスペーサー本体 
 

1 ③ フランジ付ナットＭ6 
 

2 

② 座金組込ボルトM6-20  
 

2  
 

 

① 
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取付要領 
※図中や文中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を示しています。 

１.アクセルペダルを取り外します。 

・アクセルペダルのユニットを止めている純正ナットと

コネクター、フロア側面のワイヤーハーネスジョイント

を取り外し避けます。 

 

 

純正ナットは再使用しますので無くさず保管して

ください。 

2.アクセルペダルスペーサーにアクセルペダルユニットを取り付けます。 

純正ナット 

アクセルペダルユニット 

コネクター 

② 

③ 

①アクセルペダルスペーサー 
 

・アクセルペダルユニットとアクセルペダルスペーサー①を

付属のボルト類で取り付けます。 

 

 

ボルト類を強く締めすぎないでください。アクセルペダ

ルユニットは樹脂製のため強く締めすぎると破損する

恐れがあります。 

作業中(コネクター取り外し状態)は絶対にエンジンONやACC(アクセサリー)ONにしないで

ください。車両が不具合と誤認し警告灯が点灯し続けてしまいます。 

尚、万が一点灯してしまった場合はお近くのディーラーへ持込み警告灯のキャンセル作業を

行なってください。 

ワイヤーハーネスジョイント 

② 

③ 
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3．アクセルペダルを取り付けします。 

・元のアクセルペダルユニットを止めていた箇所にアクセ

ルペダルスペーサーをあてがい、純正ナットを使い固定

します。(➊) 

 

・取り外したコネクターを取り付けます。(➋) 

 

・避けたワイヤーハーネスジョイントを元の位置に戻せる

ようであれば戻し、戻せない場合はワイヤーハーネス

ジョイントが遊ばないように手前側に移設し、ケーブル

タイなどで固定してください。(➌) 

 

 

年式や仕様、個体差によっては取り外したワイヤー

ハーネスジョイントの形状や大きさが違うために元の位

置へ戻せなくなる場合があります。 

➊ 

➊ 

➋ 

➌ 

第3版 

初版 

2021年3月25日

2012年1月24日 

装着状態の確認 

装着後には必ず取付確認を行ってください。 

ボルト類の締め付け忘れなどにより本体が脱落する恐れがあり大変危険です。 

・全体の組付けが完了したらアクセルぺダルスペーサーを揺さぶり、異音がしないかを確認してください。 

・各ボルトの締め付け部をもう一度締め付け、増し締めされているかを確認してください。 

・一旦エンジンをかけ、アクセルペダルを踏んで反応や異音がしないか確認してください。 

・アクセルペダルユニットなどが配線類などを挟んでしまい斜めに取り付いていないか確認してください。 

・ブレーキペダルとアクセルペダルの間隔が異常にせまくないかを走行する前に一度踏んで確かめ、

違和感がある様なら無理に使用せず使用を中止してください。 

クリアランスがせまい 

ワイヤーハーネスジョイントなどがはさまった状態 正常な取付状態（約55㎜位のクリアランス） 

必ずブレーキペダルとのクリアランスを確認してください。 

クリアランスを確保していない場合、アクセルペダルの誤操作に繋がる場合があります。 

誤 正 


